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昨年度３月からの約1ヶ月にわたる臨時休業，学年末学年始休業期間を経て，

迎えた令和２年４月６日（月），危ぶまれていた始業式，入学式も無事行われ，

新たに８名の新入生を迎えた平田小学校は全児童数４６名で令和２年度の教育活動をスタートさ

せました。

通常通りの学校生活に喜びを感じていた児童と

教職員でしたが，その喜びはあっけなく閉ざさ

れてしまいました。なんと入学式の翌日の４月

７日（火）には市内に複数の感染者が出てしまったこともあり，８日からの臨時休業が通知され

ました。４月の登校日はたったの２日，３月に続き，再度の臨時休業となってしまいました。そ

の後，全国に緊急事態宣言が発表されたことにより，結果的に５月２４日（日）まで延長され，

子どもたちはSTAY HOMEしながら学習課題に取り組む生活を余儀なくされました。

学校再開への道筋が見えてきたのは５月10日頃でした。コロナウイルス感染

拡大を避けながら，６月１日の学校完全再開につなげる目的で，５月１８日

～２９日に「分散登校」を実施することになりました。１･６年生は週３回，

その他の学年の児童は週２回分散して登校し，午前中授業を実施しました。そしてその期間，市

内で感染する児童生徒が確認されなかったため６月１日から晴れて完全再開となりました。

６月１日（月）ついに学校の完全再開となりましたが，最初の１週間は午前

中授業，給食なしで下校。マスク着用，消毒の徹底，ソーシャルディスタン

ス確保等「新しい生活様式」による学校生活についての指導に終始しました。

翌週から給食も実施されましたが，対面での給食摂取は認められず（現在も継続中）横並びで無

言で食べるよう指導せざるを得ませんでした。しかし，そのような状況の中でも子どもたちは毎

日登校し，懸命に授業に臨み，休み時間には校庭に繰り出し，久しぶりに再会した友達とともに

楽しく身体を動かす様子が見られました。まさしく学校生活を「渇望」していた子どもたちの姿

を目の当たりにした瞬間でした。

６月8日以降，コロナウイルス感染防止対策をとりながら，通

常授業を実施しました。心配された各教科の授業の進度ですが，

児童一人ひとりの学習状況を把握した上での指導内容の圧縮や

ICT等を活用した授業の工夫により，学習内容の７割程度を夏休み前に指導し終えることができ

そうです。また，密を生ずる行事などが制限される中，本校では「少人数のよさ」を生かして，

交通教室，避難訓練（引渡し訓練）や七夕集会，授業参観を実施することができました。そして

何よりもプール学習を実施することができたことは，子どもたちの学校生活への動機付けを図る

意味でとても効果的でした。加えて「感染リスクの高い学習活動」である調理実習や理科の実験，

音楽における合唱練習なども十分に感染防止に配慮しながら，段階的に再開しています。結果，

１学期の授業日数43日のうち「全員集合」の日数は32日に及び，45名中35名の児童は無欠席

で1学期を終えることができました。これもひとえに日々の健康観察をこまめに行い，生活リズ

ムを崩さないようご配慮いただいた各家庭の教育力の高さのおかげであると感謝申し上げます。

今年度は８月３日（月）から２学期が開始され，５日間登校後16日間の夏季休業をはさみ，

２４日（月）から再開するという変則の日程となります。今後とも本校の教育活動へのご理解と

ご協力をよろしくお願い申し上げます。

令和２年７月３１日発行

自分で考え 力を合わせ

夢に向かって 最後まで

一学期を振り返って

学校・家庭・地域を結ぶ



4/6（月）【始業式・入学式】すべてはここから始まりました。

その他にも様々な活動に取り組みました。

平田んぼ，大きく育て！ 外国語の授業もTry Hard！

もちろんプールも頑張りました

１年生はすっかり

学校生活にも慣れ，

毎日のびのびと学

んでいます。

２学期も４５人力

を合わせて，がん

ばります！

写真で振り返る一学期
5/16（土）【プール清掃】

学校再開を信じ，心をこめて

7/2（木）【交通教室】

交通安全を願って

6/27（土）【避難訓練・引渡し訓練】

学校再開後初の行事でした。真剣に取り組みました。

7/10（金）【授業参観・学級懇談】

今年度初の授業参観。ちょっとドキドキしました。
7/7（火）【七夕集会】

コロナ終息を願って

【8月の予定】

8/14（火） 校内水泳記録会

8/15（水） 美化作業

8/17（金） 一学期終業式

8/18（土） 夏季休業日（～23）

8/11（火） 閉庁日（～14）

8/24（月） 二学期始業式


